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臨床ケースレポート

Case1 椎弓形成術：バスケット内に局所骨を充填(38歳・女性）

ミンチ状にした局所骨をバスケット内に補填した。術後6ヶ月で連続性が認められ、術後1年では

バスケット内に明らかな骨新生が認められた。

現在は、スポンジ状の人工骨リフィット  をバスケット内に補填している。(※アパタイト/コラーゲン人工骨)
※

本バスケットプレートは操作が簡便かつ自由度があり、拡大椎弓の強固な固定ができる。スクリューは

打ちやすく、椎弓の再閉鎖を防ぐ形で安定である。バスケット内に骨補填ができるため、椎弓から外側

塊までバスケットを通して連続した骨癒合が得られる。

術後3年ではバスケット周囲に過度な骨新生は生じていない。
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MRI画像

椎弓形成術：バスケット内に局所骨の充填なし(43歳・男性）Case2

術後3年

バスケット内に骨補填を行う以前の症例である。

骨補填無しでは、バスケット内の骨新生は認められていない。

術後 3 ヶ 月 　

MRI画像


	ケースレポート裏151106OL
	ケースレポート表150306

